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議会では常任委員会ごとに町の課題を解決すべく、テーマを決めて、
3年ぶりに行政視察を行いました。その内容を報告します。

山梨県 北杜市で 移住定住について学ぶ

北
杜
市
は
、
将
来
に
わ
た
り
安
心

し
て
暮
ら
す
事
の
出
来
る
計
画
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
こ
で

「
第
２
次
八
ヶ
岳
定
住
自
立
圏
共
生
ビ

ジ
ョ
ン
」
計
画
を
立
て
、
定
住
人
口
の

確
保
と
活
性
化
を
図
っ
て
い
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
※「
メ
タ
バ
ー
ス
」
で

の
婚
活
イ
ベ
ン
ト
を
全
国
で
初
め
て

開
催
し
、
８
組
が
成
立
し
ま
し
た
。
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
長
野
県
の
富
士
見

町
、
原
村
と
連
携
し
開
催
さ
れ
た
も
の

で
、
３
市
町
村
は
八
ヶ
岳
定
住
自
立
圏

を
構
成
し
、
移
住
・
定
住
人
口
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

（
目
黒
克
博
議
員
）

神奈川県 開成町で ZEB 認証庁舎について学ぶ

神
奈
川
県
開
成
町
で
は
Ｚ
Ｅ
Ｂ
認

証
庁
舎
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
視
察

し
ま
し
た
。

「
Ｚ
Ｅ
Ｂ
」
と
は
建
物
内
に
お
い
て

生
産
消
費
す
る
（
電
気
）
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
収
支
を
０
に
す
る
こ
と
を
目
指
し

た
建
物
で
、
主
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
活
用
に
よ
り
実
現
し
ま
す
。

開
成
町
で
は
日
本
で
初
め
て
こ
の

Ｚ
Ｅ
Ｂ
認
定
を
庁
舎
で
取
得
し
て
お

り
、
庁
舎
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
抑

制
に
つ
い
て
お
お
い
に
参
考
と
な
り

ま
し
た
。　
　
　
　

	（
赤
城
大
地
議
員
）

埼玉県 北本市で 庁舎の維持を学ぶ
【
新
庁
舎
の
概
要
】

・
地
上　

４
階
建

			（
実
質
３
階
建
て
・
４
階
機
械
室
）

・
庁
舎
職
員
３
９
９
名
（
臨
時
含
む
）

・
総
工
費:

36
億
３
，
７
８
２
万
円

			

庁
舎
分:

31
億
１
，
９
５
０
万
円

・
併
設
施
設:

児
童
館
・
防
災
倉
庫
棟

・
光
熱
水
道
費
対
策
と
し
て
ガ
ス
、
電

			

気
を
併
用

・
雨
水
を
利
用

			（
地
下
タ
ン
ク
に
貯
水
し
、
ト
イ
レ

や
散
水
な
ど
に
利
用
）

【
新
庁
舎
の
維
持
管
理
】

・
シ
ン
プ
ル
が
一
番

・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を

　

す
る
際
、
管
理
の

			

し
や
す
い
素
材
を

　

選
ぶ

　
（
横
山
智
代
議
員
）

株
式
会
社
オ
キ
サ
イ
ド
（
山
梨
県
北
杜
市
）

会
津
坂
下
町
出
身
の
古
川
社
長
の
（
株
）
オ

キ
サ
イ
ド
を
訪
問
し
ま
し
た
。

「
光
の
時
代
と
し
て
結
晶
と
光
で
世
の
中
を
幸

せ
に
す
る
」
と
い
う
信
念
の
も
と
、
大
き
く
さ

れ
た
会
社
で
す
。

町
へ
の
工
場
誘
致
が
望
ま
れ
ま
す
。

	

（
山
口　
享
議
員
）

総務産業建設
常任委員会
2/7 〜 2/9

※
メ
タ
バ
ー
ス
と
は
、

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
空
間
で
す
。

特
徴
の
あ
る
明
る
い

窓
口
ロ
ビ
ー

○
人
口
減
少
対
策
は
、
広
域
の
観
点
も
重
要

○
新
庁
舎
建
設
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
活
用
や
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
抑

制
も
重
要

（
佐
藤
宗
太
委
員
長
）

メタバース
婚活の

パンフレット

ここを
活かす
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先進地に学び、見聞を広めて、
町の課題と向き合う

行政
視察

東京都世田谷区立桜丘中学校で 校則のない学校について学ぶ

当
初
は
「
校
則
の
な
い
学
校
」
と

し
て
歩
き
始
め
ま
し
た
が
、
現
在
は
自

由
の
中
で
も
駄
目
な
事
は
ダ
メ
だ
と

い
う
認
識
が
必
要
と
、
少
し
ず
つ
見
直

し
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
マ
ホ
の
使
用
も
、
拒
否
す
る
の

で
は
な
く
、「
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
良
い

時
間
と
場
所
は
こ
こ
だ
よ
」
と
示
し
て

お
り
、
そ
う
い
う
意
識
改
革
は
必
要
だ

と
感
じ
ま
し
た
。

挨
拶
を
す
る
・
時
間
を
守
る
・
授

業
を
大
切
に
す
る
な
ど
の
グ
ッ
ド
マ

ナ
ー
と
共
に
、
多
様
性
の
尊
重
と
受

容
・
活
か
し
あ
い
の
精
神
で
人
権
教
育

を
重
ん
じ
、
校
則
の
な
く
な
る
環
境
づ

く
り
を
試
み
て
い
ま
す
。

支
援
す
る
人
の
意
識
改
革
を
は
じ

め
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
活
用
し
て

家
庭
・
地
域
社
会
と
の
連
携
・
協
力
を

図
り
、
信
頼
関
係
を
深
め
る
指
導
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
指
導
方
針

も
あ
っ
て
か
、
区
外
か
ら
の
入
学
希
望

も
多
い
そ
う
で
す
。

�

（
青
木
美
貴
子
議
員
）

社会福祉法人清瀬わかば会で
障がい者の居場所づくりについて学ぶ

東
京
都
清
瀬
市
の
総
合
的
障
が
い

者
支
援
施
設
を
運
営
す
る
「
清
瀬
わ
か

ば
会
」
を
視
察
し
ま
し
た
。
設
立
当
初

か
ら
支
援
を
続
け
て
き
た
清
瀬
市
議

会
の
議
長
に
も
出
迎
え
て
い
た
だ
き
、

施
設
内
は
、
職
員
の
方
と
入
所
者
の
元

気
な
声
が
響
い
て
い
ま
し
た
。

小
学
校
の
保
護
者
に
よ
る
活
動
か

ら
始
ま
り
、
50
年
余
り
の
歴
史
の
あ
る

施
設
で
、
法
人
化
し
て
か
ら
、
は
や
23

年
に
な
る
と
の
こ
と
で
す
。
児
童
生
徒

の
居
場
所
づ
く
り
や
作
業
所
は
勿
論
、

立
派
な
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
が
３
棟
あ
り
、

１
棟
に
男
女
５
～
６
人
が
生
活
し
て

い
ま
す
。

成
人
し
て
か
ら
も
自
立
し
、
自
分
ら

し
く
、
生
ま
れ
育
っ
た
町
で
人
生
を
全

う
で
き
る
施
設
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
が
町
の
施

策
に
も
活
か
し

た
い
も
の
だ
と

の
感
想
で
し
た
。

（
小
畑
博
司
議
員
）

茨城県 水戸市で 部活動地域移行について学ぶ

水
戸
市
で
は
、
5
部
活
動
（
サ
ッ

カ
ー
、
テ
ニ
ス
、
剣
道
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
、
卓
球
）
を
地
域
ク
ラ
ブ
に
移

行
し
、
実
践
研
究
を
し
て
い
ま
す
。

導
入
前
と
比
較
し
、
教
員
は
精
神

的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、

生
徒
は
専
門
的
指
導
を
受
け
ら
れ
、
指

導
者
と
顧
問
の
連
携
に
よ
り
部
活
動

が
主
体
的
な
っ
た
と
い
っ
た
成
果
が

上
が
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

一
方
で
、
受
益
者
負
担
に
な
る
事

へ
の
保
護
者
の
理
解
や
、
実
施
主
体
の

確
保
、
指
導
者
の
条
件
、
研
修
、
予
算
、

場
所
の
確
保
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
の
環
境
改
善
が
主
目
的
で
、

教
員
の
負
担
軽
減

の
た
め
で
は
な
い

と
の
説
明
が
印
象

的
で
し
た
。

（
渡
部
正
司
議
員
）

○
多
様
性
の
尊
重
と
「
意
識
改
革
」
が
重
要

○
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
共
生
社
会
の
た
め
の

『
自
立
』
支
援
が
重
要

○
指
導
者
の
確
保
・
保
護
者
の
負
担
軽
減
、「
枠

組
み
」
の
整
備
が
重
要

（
蓮
沼
文
明
委
員
長
）

文教厚生
常任委員会
1/30 〜 2/1

職員室前の廊下に設置
された学習スペース

この表示がある場所での
みスマホの利用が可能

障がいのある方が共同生活
をしているシェアハウス

ここを
活かす



あ
い
づ
ば
ん
げ
議
会
だ
よ
り

発
行　
会
津
坂
下
町
議
会

編
集　
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

春
の
暖
か
い
光
と
風
の

中
で
、
花
木
や
樹
木
の
新

し
い
芽
吹
き
を
目
に
す
る

と
、
寒
さ
の
厳
し
か
っ
た

冬
期
間
の
記
憶
も
少
し
ず

つ
和
ら
い
で
い
く
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。

さ
て
、
令
和
５
年
度
が

ス
タ
ー
ト
し
、
一
ヶ
月
が

経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
三
年
前
の
春
に
発
生

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
も
来
月
か
ら
第
５
類
へ

引
き
下
げ
ら
れ
、
今
後
ま

す
ま
す
「
誰
ひ
と
り
取
り

残
さ
な
い
」
地
域
共
生
社

会
、
継
続
で
き
る
ま
ち
づ

く
り
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

希
望
に
溢
れ
た
ま
ち
づ

く
り
実
現
の
た
め
に
、
町

議
会
は
今
後
も
皆
さ
ん
の

声
を
聞
き
、
共
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

（
蓮
沼　

文
明
）

編
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みんなのひろばみんなのひろば

坂下中学校柔道部は、男子 12 名、女子 4 名が練習に汗を流してい
ます。

部員は小学生の頃から坂下スポ少や、喜多方スポ少で経験を積んで
きた生徒がほとんどですが、中学校入学後に柔道を始めて頑張ってい
る生徒もいます。それぞれが自分たちの技能・体力面と精神面の目標
を設定し、それを達成すべく地道に練習に励んでいます。

顧問の真壁教諭による自分の柔道経験に基づく情熱あふれる指導と
共に、外部コーチの物江雄介氏が平日の放課後のみならず休日も指導
に当たってくれています。

練習は準備運動や補強運動に始まり、寝技の稽古、立ち技の稽古へと進んで行きます。
真壁教諭の指導をさらに自分たちで考えながら反復していくのが練習の特徴です。苦しい
時こそ一つにまとまり、力を出し切る事が坂下中柔道部の大きな目標でもあります。

また、保護者の方々の大会や合同練習会への引率や応援、そし
て道場に足を運び、部員の姿を見守って下さる温かさが部員たちの
励みになっていると常々感じています。

外井　隆先生

部活動地域移行とは・・・
公立中学校で、これまで教員

が受け持っていた部活動の指導
を、地域のスポーツクラブや競
技団体など、外部の団体に段階
的に移行すること。

2022 年 6 月にスポーツ庁での
有識者会議で提言された部活動
改革の一つであり、2023 年度か
ら 3 年間を「改革推進期間」と
しており、町でも検討が進めら
れています。

坂下中学校　柔道部坂下中学校　柔道部

導入に向け検討が進んでいる中学校の部活動地域
移行。

変わりつつある部活動について紹介します。
今回は、3 月まで坂下中学校柔道部で顧問をしてい

た、外
と

井
い

先生にお話をうかがいました。


